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新
た
な
年
を
迎
え
て

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
の
幕
開
け
に

際
し
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
　
日
頃
は
、
全
建
愛
知
の
活
動

に
対
し
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
一
年
も
長
引
く

不
況
に
よ
り
我
々
建
設
従
事
者

に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
厳
し
い

年
で
し
た
。

　
建
設
現
場
で
額
に
汗
を
流
し

働
く
私
た
ち
に
は
、
未
だ
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

菅
政
権
発
足

　
一
昨
年
八
月
の
政
権
交
代
か

ら
一
年
半
ほ
ど
が
過
ぎ
、
国
民

の
期
待
を
受
け
走
り
出
し
た
も

の
の
、
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ

な
い
ま
ま
、
八
月
の
参
院
選
挙

後
、
菅
改
造
内
閣
が
発
足
し
ま

し
た
。

　
我
々
、
国
民
の
信
頼
回
復
と

国
民
の
生
活
を
第
一
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
二
月
に
は
愛
知
県
知

事
選
挙
を
は
じ
め
、
統
一
地
方

選
挙
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
諸

要
求
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
全

建
愛
知
組
織
内
候
補
者
と
組
合

推
薦
候
補
者
が
当
選
で
き
る
よ

う
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

一
万
三
千
人
の
組
合

　
私
た
ち
、
全
建
愛
知
の
組
織

人
員
は
一
万
千
百
三
十
八
人

（
十
二
月
一
日
現
在
）
と
な
り
、

今
年
度
、
五
百
五
十
五
人
が
加

入
し
八
百
四
十
人
が
脱
退
と
、

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
は
、
長
引
く
建
設
不
況

に
よ
る
仕
事
不
足
・
低
賃
金
・

低
単
価
と
、
私
た
ち
の
仕
事
と

暮
ら
し
が
苦
境
に
さ
ら
さ
れ
る

厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
で
す
。

　
今
こ
そ
、
組
織
拡
大
が
重
要

な
時
で
す
。
私
た
ち
は
、こ
う
し

た
情
勢
の
時
こ
そ
団
結
を
強
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
全
建
愛
知
は
、
こ
の
情
勢
を

切
り
開
き
、
諸
要
求
を
実
現
す

る
た
め
に
も
「
組
織
の
回
復
、
そ

し
て
一
万
三
千
人
の
組
合
」
を

目
指
し
、
組
織
拡
大
行
動
に
励

み
ま
し
ょ
う
。

国
保
予
算
要
求

　
昨
年
十
一
月
の
行
政
刷
新
会

議
に
よ
り
「
所
得
水
準
の
高
い

国
保
組
合
へ
の
補
助
の
見
直

し
」
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
よ
り
、
同
会
議

に
二
案
提
案
さ
れ
た
結
果
「
定

率
補
助
を
０
％
、
八
％
、
十
六

％
、
二
十
四
％
、
三
十
二
％
の

五
段
階
と
す
る
。
そ
の
際
、
所

得
水
準
の
高
い
組
合
に
対
す
る

定
率
補
助
は
、
廃
止
（
０
％
）
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
枝
野
衆
院
議
員
は
「
国
保
組

合
に
よ
っ
て
、
所
得
階
層
は
大

き
く
異
な
り
、
所
得
の
低
い
国

保
組
合
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

し
っ
か
り
と
し
た
補
助
を
す

る
。
ま
た
、
所
得
が
高
い
国
保

組
合
に
つ
い
て
は
０
％
も
あ

る
」
と
、
結
論
を
出
し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
一
年
度
の
特
別
助
成

額
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
再
三
に
渡
り
、
全
建
総
連
が

反
対
を
訴
え
て
い
る
「
医
療
保

険
制
度
の
一
元
化
」
に
つ
い
て

は
、
長
年
築
き
上
げ
て
き
た
建

設
国
保
が
存
続
の
危
機
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
医
療
保
険
制
度
の
一
元
化
」に

は
断
固
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

住
宅
着
工
戸
数
 増
加

　
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
中
部

三
県
で
は
、
昨
年
九
月
の
新
設

住
宅
着
工
戸
数
は
三
県
と
も
に

二
ヵ
月
連
続
で
前
年
実
績
を
上

回
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
私
た
ち
の
建
設
業

界
を
、
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

も
、
全
建
総
連
約
六
十
七
万
人

の
仲
間
と
と
も
に
国
や
自
治
体

な
ど
へ
要
請
行
動
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
一
年
が
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
二
十
三
年
元
旦

執行委員長
山田　 正巳

お知らせ

【一人親方労災保険加入者の皆様へ】

　一人親方労災保険更新のお知ら

せを、5頁に掲載していますので

ご覧ください。

　速やかな、更新手続きをよろし

くお願いします。　

山
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正
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（
南
）

石
島
　
一
男
（
海
部
）

丹
羽
　
文
秀
（
千
種
）

加
島
　
道
明
（
専
従
）

井
上
　
大
輔
（
専
従
）

大
澤
　
　
悟
（
旭
瀬
戸
）

上
野
　
謙
二
（
天
白
）

田
口
　
隆
道
（
中
村
）

鈴
木
　
貴
雄
（
西
）

曾
我
　
辰
也
（
北
）

新
山
　
悦
次
（
春
日
井
）

山
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達
也
（
中
川
熱
田
）

近
藤
　
金
作
（
岡
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横
山
　
　
貢
（
守
山
）

片
山
　
正
和
（
南
）

青
井
　
　
保
（
中
川
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田
）

旭
　
　
栄
三
（
豊
橋
）

石
黒
　
勲
生
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一
宮
）

石
橋
　
信
雄
（
小
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磯
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一
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（
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瀬
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和
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（
一
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金
治
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長
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稲
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隆
治
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田
　
政
敏
（
名
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大
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一
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尾
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武
寛
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春
日
井
）
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浦
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男
（
津
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）

神
田
　
　
勉
（
東
海
）

木
賀
　
恵
一
（
小
牧
）

木
村
　
勝
彦
（
南
）

木
村
　
恒
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（
一
宮
）

櫛
田
　
　
孝
（
西
）

後
藤
　
啓
二
（
海
部
）

酒
井
　
徹
男
（
港
）

坂
田
　
英
夫
（
天
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佐
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翼
（
緑
）

柴
田
　
　
幹
（
中
村
）

嶋
﨑
　
保
男
（
木
曽
川
）

杉
浦
　
幹
根
（
碧
海
）

祖
父
江
力
三
（
天
白
）

高
橋
　
一
男
（
西
）

戸
ヶ
里
勝
義
（
瑞
穂
）

戸
﨑
　
博
光
（
名
東
）

戸
田
　
　
進
（
北
）

中
西
　
昌
則
（
春
日
井
）

中
村
　
定
義
（
守
山
）

名
倉
　
順
一
（
岡
崎
）

丹
羽
　
竹
光
（
港
）

野
田
　
眞
次
（
中
）

長
谷
川
伸
男
（
海
部
）

服
部
　
秀
和
（
津
島
）

福
田
　
　
修
（
東
）

藤
澤
　
智
明
（
豊
橋
）

前
田
　
昭
南
（
南
）

松
山
　
啓
治
（
昭
和
）

宮
上
　
正
人
（
東
海
）

山
口
　
静
男
（
昭
和
）
　

山
田
　
武
充
（
緑
）

吉
田
　
敏
喜
（
千
種
）
　

渡
邉
　
健
治
（
中
村
）

長
江
　
昭
夫
（
春
日
井
）

花
井
　
直
樹
（
北
）

髙
吉
　
英
樹
（
中
村
）

杉
浦
　
攻
司
（
碧
海
）

大
野
　
文
子

佐
々
部
　
誠
（
天
白
）

日
比
　
堅
三
（
昭
和
）

大
橋
　
昭
人
（
会
計
士
）

河
内
　
尚
明
（
弁
護
士
）

執

行

委

員

長

副
執
行
委
員
長

〃

書

記

長

書

記

次

長

社
会
保
障
対
策
部
長

労
働
対
策
部
長

賃
金
対
策
部
長

住
宅
対
策
部
長

技
術
対
策
部
長

税
金
対
策
部
長

共
済
福
祉
部
長

組

織

部

長

教
育
宣
伝
部
長

財

政

部

長

執

行

委

員

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

会

計

監

査

〃

特
別
副
執
行
委
員
長

青

年

部

長

主
婦
の
会
会
長

顧

問

〃〃〃

  右
の
写
真
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
（
水
）、
本
部
青
年
部
幹
事
の
中
西
馨
さ
ん
（
二
十
七
歳
・
建
築

大
工
・
春
日
井
支
部
所
属
）
の
ご
協
力
に
よ
り
、
分
譲
住
宅
（
名
古
屋
市
北
区
）
で
、
建
前
の
準
備
作
業
を
し
て
い
る

一
枚
の
写
真
で
す
。　
　
　
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
現
場
で
作
業
す
る
中
西
さ
ん
は
、
こ
の
道
六
年
ほ
ど
の
若
手
の
職
人
さ
ん
で
す
。
一
人
前
の
建
築
大
工
を
目
指
す
た

め
、
日
々
、
懸
命
に
技
術
を
磨
い
て
励
ん
で
い
ま
す
。　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
写
真
か
ら
は
、
中
西
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し
と
力
強
く
掛
矢
を
振
る
姿
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

大大大大大大大大大大
きききききききききき
なななななななななな
前前前前前前前前前前
進進進進進進進進進進
とととととととととと

大
き
な
前
進
と
、、、、、、、、、、、

ささささささささささ
らららららららららら
なななななななななな
るるるるるるるるるる
飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛
躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍
をををををををををを
目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指
しししししししししし

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ててててててててててて



③③
  ①
②
以

①
②
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
　
　
　

受
診
資
格

　
　
　
　
  受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
五
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
積

極
的
に
健
康
診
断
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ

　
た
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な

　
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力

　
・
聴
力

　
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査

　
　
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員
で

　
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　　
今
ま
で
の
契
約
健
診
機
関
で

の
健
康
診
断
ま
た
は
集
団
健
康

診
断
と
違
い
、
健
診
業
者
が
中

建
国
保
の
組
合
員
の
事
務
所
・

自
宅
ま
で
出
張
し
、
健
康
診
断

を
行
う
「
巡
回
健
診
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。

　
近
く
に
契
約
健
診
機
関
が
な

い
地
域
の
組
合
員
、
都
合
が
つ

か
ず
集
団
健
康
診
断
に
行
け
な

い
組
合
員
に
お
勧
め
の
健
康
診

断
で
す
。

■
医
療
機
関
名

　
　
あ
お
ば
健
康
サ
ポ
ー
ト
㈱

■
場
所
　
名
古
屋
市
北
区
大
曽
根

　
　
　
　
　
　
　
２
―
５
―
３

■
℡
０
５
２
―
５
０
８
―
７
4
６
１

■
予
約
受
付
　
月
曜
～
金
曜
日

　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

■
契
約
内
容
　

　
基
本
健
診
項
目
＋

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
健

　
診
項
目
＋

　
が
ん
検
診
（
他
契
約
機
関
と
同
様
）

①
予
約
方
法
…

　
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ
る

　
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
一

　
ヵ
月
前
ま
で
に
ご
予
約
・
ご

　
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
実
施
の
条
件
…

　
・
中
建
国
保
の
組
合
員
と
ご
家

　
　
族
の
方
で
、
三
十
名
以
上
お

　
　
集
ま
り
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
事
務
室
ま
た
は
応
接
室
な
ど

　
　
（
健
診
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
）
を

　
　
お
貸
し
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
等
を
止
め

　
　
ら
れ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
確
保
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
。

  レレ
ン
ト
ゲ
ン
車
・

ン
ト
ゲ
ン
車
・
　
　

心
電
図
車
の
サ
イ

　
  心
電
図
車
の
サ
イ
ズズ

A
…
長
6
9
9
×
幅
2
9
9
×

　
　
高
3
0
4
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

B
…
長
6
8
6
×
幅
2
0
2
×

　
　
高
2
5
7
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

C
…
長
5
3
8
×
幅
1
6
9
×

　
　
高
2
3
8
（
㎝
）

　
　
心
電
図
車
（
人
員
運
搬
も

　
　
兼
ね
る
）

※
右
記
車
両
が
巡
回
健
診
に
向

　
か
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、（
A
か
B
の
ど

　
ち
ら
か
一
台
）
と
（
C
）
の

　
計
二
台
が
向
か
う
予
定
で
す
。

　
①
契
約
健
診
機
関
②
巡
回
健

診
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
、
受
診
を

希
望
す
る
場
合
、
中
建
国
保
の

規
定
の
条
件
（
受
診
者
資
格
・

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

②
巡
回
健
診
サ

②
巡
回
健
診
サ
ーー
ビビ
スス

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

健
診
項
目
）
を
満
た
し
て
い
な

い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
の

　
い
ず
れ
か
に
対
し
補
助
し
ま

　
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル３Ｆ

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月曜日～土曜日
8:00～18:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。

合
拷

壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕

合 拷壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕

合
拷

壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕

切
　
　
り
　
　
取
　
　
り
　
　
線

切　　り　　取　　り　　線

切　　り　　取　　り　　線

切
　
　
り
　
　
取
　
　
り
　
　
線

合 拷壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕壕

　
キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
送
付
封
筒

に
貼
ら
れ
て
い
る
、
ラ
ベ
ル

の
お
名
前
の
下
に
、
現
在
、

あ
な
た
の
所
属
し
て
い
る
支

部
（
班
）
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
引
越
し
等
で
住
居
が
変
わ

り
、
保
険
証
交
換
会
の
会
場

が
遠
く
、
不
便
を
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
支
部
変
更
を
ご
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
下
記
の
届
出
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
組
合
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
（
※
胃
は
不
可
で
す
）

　
一
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で

に
、
支
部
変
更
が
完
了
さ
れ
ま

す
と
、
今
年
の
保
険
証
交
換
会

よ
り
、
新
し
い
支
部
の
会
場
で

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
但
し
、
事
業
所
単
位
で
加
入

さ
れ
て
い
る
方
（
従
業
員
）
は
、

支
部
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
　
健
康
保
険
課
ま
で
ご
連

　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

所
属
支
部
は
ご
存
知
で
す
か

支
部
変
更
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に

もうすぐ
保険証交換会

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
び

健
康
診
断
を
受
け
よ

健
康
診
断
を
受
け
よ
うう

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

年に1度は健診を



　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た

十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝
の

日
、
名
古
屋
市
公
会
堂
（
名
古

屋
市
昭
和
区
鶴
舞
）
で
｢
平
成

取材をする支部通信員（左）

　
平
成
二
十
三
年
度
組
合
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
表
紙
の
標
語
に
、
五

十
八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
教
育
宣
伝
部
で
厳
正
な
選
考

を
し
、
優
秀
賞
と
三
点
の
佳
作

が
十
二
月
の
拡
大
執
行
委
員
会

で
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
選
は
次
の
方
々
で
す
。

優
秀
賞
　
　
位
田
仁
美
さ
ん

佳
　
作
　
　
天
野
賢
吾
さ
ん

　
〃
　
　
　
二
村
佳
子
さ
ん

　
〃
　
　
　
安
田
正
美
さ
ん

　
な
お
、
優
秀
賞
の
標
語
の

「
安
心
と
　
健
康
支
え
る
　
全

建
愛
知
」
は
、
来
年
度
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
表
紙
に
掲
載
し
ま

す
。
　
優
秀
賞
の
位
田
さ
ん
に
は
二

万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
、
佳

作
の
三
名
の
方
に
は
五
千
円
分

の
図
書
カ
ー
ド
を
、
そ
の
他
応

募
者
全
員
に
五
百
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
標
語
決
定

「
安
心
と
 健
康
支
え
る
 全
建
愛
知
」

教育宣伝部

　
十
一
月
二
十
四
日
（
水
）
東

京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に

て
「
全
建
総
連
建
設
不
況
打
開
・

生
活
危
機
突
破
・
予
算
要
求
中

央
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
四
役
・
昭

和
支
部
組
合
員
三
十
名
・
書
記

局
員
二
名
の
計
三
十
七
名
が
参

加
し
、
全
国
か
ら
は
四
十
九
県

連
・
組
合
、
六
千
三
十
一
名
が

集
結
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
全
建

総
連
／
田
村
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
「
我
わ
れ
の
要
求
実
現
に

は
七
十
万
の
団
結
と
、
ハ
ガ
キ

要
請
、
地
元
議
員
要
請
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
雇

用
改
善
を
行
い
、
建
設
不
況
を

打
開
で
き
る
よ
う
に
、
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
来
賓
の
国
会
議
員
か
ら
は

「
建
設
不
況
打
開
に
全
力
を
尽

く
し
一
緒
に
闘
う
」
と
の
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
全
建
愛

知
よ
り
丹
羽
副
執
行
委
員
長
が

「
建
設
不
況
を
乗
り
切
る
た
め

に
、
全
国
の
仲
間
が
一
致
団
結

　
教
宣
部
の
活
動
の
一
つ
に
、

支
部
通
信
員
会
議
が
あ
り
ま

す
。
　
各
支
部
か
ら
選
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
支
部
通
信
員
同
士

の
交
流
と
、
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ

ト
に
掲
載
す
る
記
事
の
書
き
方

二
十
二
年
度
名
古
屋
市
技
能
功

労
者
表
彰
・
優
秀
技
能
者
表
彰

式
｣
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
名
古
屋
市
技
能
功
労
者

表
彰
は
、
名
古
屋
市
在
住
で
同

一
職
種
を
三
十
年
以
上
続
け
ら

れ
、
六
十
歳
以
上
の
現
役
技
能

者
の
方
が
対
象
で
、
毎
年
、
勤
労

感
謝
の
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
建
愛
知
か
ら
も
、
毎
年
多

く
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
五
十
五
名
の
組
合

員
が
組
合
推
薦
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
各
職
種
ご
と
表
彰

が
行
わ
れ
、
そ
の
代
表
者
が
壇

上
で
、
河
村
市
長
よ
り
賞
状
と

記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
の
後
、
祝
賀
会
が
催

さ
れ
、
多
く
の
方
が
ご
夫
婦
で

参
加
し
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
な
が
ら
、
食
事
や
会
話
を
楽

し
ま
れ
、
晴
れ
の
表
彰
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。

　
建
築
大
工
職
を
代
表
し
て
登

壇
さ
れ
た
、
南
支
部
の
廣
野
之

重
さ
ん
（
六
十
五
歳
）
は
「
た

い
へ
ん
光
栄
に
思
い
ま
す
。
大

工
職
人
と
し
て
、
こ
の
道
四
十

三
年
間
、
地
道
に
仕
事
に
励
ん

で
き
た
証
で
す
。
こ
れ
も
、
私

を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
方
々

の
お
陰
で
す
。
今
後
も
、
現
場

の
第
一
線
で
汗
を
流
し
て
い
き

た
い
」
と
、
喜
び
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
同
会
場
で
、
名
技
連
（
名

や
取
材
の
仕
方
等
の
学
習
の
場

と
し
て
、
一
年
に
一
回
、
名
古

屋
市
内
周
辺
の
各
所
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
技
能
プ
ラ

ザ
二
〇
一
〇
（
吹
上
ホ
ー
ル
）

を
舞
台
に
十
一
月
十
三
日
（
土
）

に
行
わ
れ
、
横
山
教
宣
部
長
は

じ
め
教
宣
部
員
三
名
と
各
支
部

よ
り
二
十
一
名
の
支
部
通
信
員

等
、
全
建
総
連
よ
り
前
島
教
宣

部
長
、
書
記
局
員
三
名
、
総
勢

古
屋
市
技
能
職
団
体
連
合
会
）

主
催
の
名
古
屋
市
優
秀
技
能
者

表
彰
式
も
行
わ
れ
、
青
壮
年
層

で
特
に
優
秀
な
技
能
者
の
方
が

し
て
、
我
々
が
求
め
る
政
策
制

度
実
現
・
予
算
要
求
確
保
の
た

め
に
精
一
杯
頑
張
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
壇
上
で
力
強
い
決

意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、「
建
設
国
保
を

守
れ
」「
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
進

め
ろ
」
等
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
あ
げ
、
日
比
谷
公
園
大
音

楽
堂
か
ら
東
京
駅
ま
で
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
省
庁
・
地
元
選
出

国
会
議
員
へ
の
要
請
も
実
施
し

ま
し
た
。

　
安
定
し
た
仕
事
と
暮
ら
し
の

た
め
、
今
後
も
諸
要
求
実
現
の

た
め
の
運
動
に
力
を
い
れ
て
い

き
ま
す
。

市
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
廣
野
さ
ん
（
右
）

全
国
か
ら
、
六
千
三
十
一
名
の
仲
間
が
集
ま
っ
た

二
十
九
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
久
田
係
長
の
講
義
の
後
、
引

き
続
き
、
全
建
総
連
／
前
島
教

宣
部
長
か
ら
取
材
の
仕
方
や
記

事
の
書
き
方
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
前
島
教
宣
部
長
は
「
句
点
の

付
け
る
箇
所
に
よ
っ
て
、
ま
っ

た
く
異
な
る
文
章
に
な
る
の

で
、
気
を
付
け
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
技
能
プ
ラ
ザ
の
会
場
内
は
、

休
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て
お

り
、
毎
年
出
展
し
て
い
る
技
対

部
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
会
場

内
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
支
部
通
信
員
は
、
講
義
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
各
ブ
ー

ス
の
係
員
に
話
し
掛
け
、
熱
心

に
取
材
し
て
い
ま
し
た
。

　
教
室
に
戻
り
記
事
書
き
と
な

り
、
各
支
部
通
信
員
は
、
真
剣

な
眼
差
し
で
取
材
メ
モ
を
見
な

が
ら
要
点
を
し
ぼ
り
、
簡
潔
に

ま
と
め
、
原
稿
用
紙
に
黙
々
と

筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
　

　
参
加
し
た
支
部
通
信
員
は

「
取
材
や
記
事
書
き
の
仕
方
な

ど
、
新
た
に
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
教
わ
っ
た
。
早
速
、
支
部

レ
ク
の
記
事
書
き
に
活
か
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
取
材
と
記
事
書
き

の
向
上
を
目
的
に
支
部
通
信
員

会
議
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

「
建
設
国
保
を
守
れ
」

中
央
総
決
起
大
会
開
催

全建総連
11.24

建
設
不
況
打
開

生
活
危
機
突
破

予

算

要

求

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回

伊藤　生男さん（ブロック／緑）
伊藤　健一さん（大工／中村）
井鳥　友春さん（大工／南）
梅村　武彦さん（鋸目立／中村）
岡田　正巳さん（サッシ／港）
奥田　守夫さん（  畳  ／北）
加藤　昭宣さん（  畳  ／南）
加藤幸太郎さん（築炉／中）
金子　幸義さん（大工／名東）
川上　幸男さん（大工／天白）
河村　　宏さん（大工／天白）
鬼頭　英一さん（配管／中川熱田）
倉嶋　政光さん（配管／瑞穂）
黒岩文三哉さん（型枠／西）
桑原時比古さん（大工／千種）
小島　義夫さん（製図／緑）
近藤　　哲さん（大工／緑）
近藤　和平さん（斫り／緑）
坂口　修市さん（大工／南）
佐々木将祐さん（鉄筋／北）
杉本　欽也さん（大工／南）
鈴木　晴紀さん（板金／緑）
鈴木　治義さん（大工／春日井）
砂山　　徹さん（施工／港）
髙吉　文男さん（電気／中村）
立松　康則さん（宮大工／中川熱田）
谷内　博昭さん（型枠／南）
谷口　逸司さん（大工／西）
戸田　　進さん（タイル／北）
冨江　健治さん（大工／瑞穂）
新村　国一さん（電気／守山）
西原　進浩さん（電気／北）
丹羽　竹光さん（電気／港）
野口二三男さん（大工／南）
橋本　久一さん（左官／中川熱田）
服部　　毅さん（  畳 ／千種）
廣野　之重さん（大工／南）
藤中　信夫さん（金物／中川熱田）
福谷　　公さん（配管／守山）
福家　治雄さん（サッシ／南）
古川　義倫さん（硝子／緑）
堀田　道則さん（型枠／南）
堀　　直倉さん（大工／中川熱田）
前田　勇三さん（鉄工／中村）
牧　十三夫さん（配管／天白）
松岡　恭博さん（硝子／守山）
丸尾　周史さん（製図／東）
水野　隆裕さん（溶接／中川熱田）
溝口　文次さん（大工／北）
満永　益男さん（鉄筋／名東）
村上　末雄さん（板金／千種）
柳　　泰朝さん（外壁／守山）
矢野　修次さん（電気／天白）
矢野　昌光さん（タイル／中村）
山川　一美さん（鉄筋／名東）

表彰された方々
名古屋市技能功労者表彰受賞者

名古屋市優秀技能者表彰受賞者
那須　俊幸さん（大工／名東）
保科　英昭さん（左官／天白）

※氏名（50音順）・職種・所属支部

句
点
を
付
け
る
位
置
に
注
意

技
能
プ
ラ
ザ
二
〇
一
〇
 取
材

教育宣伝部 表
彰
さ
れ
、
全
建
愛
知
か
ら
も

二
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

腕利き職人、晴れの舞台に輝腕利き職人、晴れの舞台に輝くく
名古屋市技能功労者表彰・優秀技能者表彰式

名古屋市公会名古屋市公会堂堂 11月2311月23日日

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

優秀賞を２度受賞した上野労対部長
全建総連労対部主催　安全標語

　全建総連
労対部主催
の安全標語
募集で、2
度目の優秀
賞を受賞し
た上野謙二
労働対策部
長（58歳・

土木・天白支部）は「立派な賞をいただけ、
たいへん光栄です。この安全標語を通じ、
少しでも労災事故を減らすことができれば
と思っています」と、喜びを語りました。
　「安全標語に応募するようになったのは、
６年前、自分自身が会社の社長として営ん
でいる舗装工会社の若い従業員が、仕事中
ケガをしてしまったことです。
　従業員ともども、どこか油断していたの
でしょうか。
　しかし、現場の責任者でもある、私の不
注意には変わりません。大切な従業員にケ
ガを負わせてしまった責任と罪悪感で胸が
押しつぶされそうでした。
　今では、この労災事故を切っ掛けに、毎
朝、朝礼でKY（危険予知）ミーティング
をするようになりました。毎日、大きな重
機を操るので、どこにどんな危険が潜んで
いるのか、全員で『指差し呼称』『本日の
指差し呼称スローガン発表』に取り組んで
います。毎日のKYミーティングのお陰で、
安全標語を作るのは、お手の物です。
　この安全標語を通じ、墜落・転落事故を
防げればと、今後も安全標語に応募してい
きます。また、労災隠しをなくしていきた
いです。それは、下請の職人さんが、安心
して元請の労災保険を使える体制と環境を
作っていきたい」と、抱負と切実な願いを
話していました。

表彰される上野労対部長（右）

― 幸せを 明日につなぐ 安全帯 ―



親子孫の3代／4人がガッチリと肩を組み、先代が身に付けた匠の技が守り続けられ、　　　　　　
     　　　後世へ受け継がれています 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（左から林徹さん・雄大さん・学さん・直希さん）

 林
建
 住
宅
㈱
と
は

り
ん
け
ん

【
所
在
地
】

　
愛
知
県
小
牧
市
。
小
牧
城
と

県
営
名
古
屋
空
港
の
中
間
に
位

置
し
、
広
大
な
土
地
に
四
階
建

て
の
事
務
所
や
作
業
場
・
土
場

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
社
員
】

　
全
十
三
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
（
男
性
十
名
・
女
性
三
名
）

・
会
長
／
林
　
学
さ
ん

　
　
　
　
七
十
五
歳
（
先
代
）

・
社
長
／
林
　
徹
さ
ん
（

長
男
）

　
　
　
　
四
十
八
歳
（
二
代
目
）

・
常
務
／
林
 雄
大
 さ
ん
（

次
男
）

た
け
ひ
ろ

　
　
　
　
四
十
五
歳
（
二
代
目
）

・
社
員
／
林
直
希
さ
ん
（
孫
）

　
　
　
　
二
十
二
歳
（
三
代
目
）

先
代

　
「
物
づ
く
り
が
好
き
だ
か
ら

大
工
職
人
に
な
り
ま
し
た
。
心

底
好
き
で
な
け
れ
ば
や
れ
な
い

よ
」
と
、
優
し
い
笑
顔
で
話
す

の
は
、
林
建
住
宅
㈱
の
先
代
で

あ
る
林
学
（
会
長
／
七
十
五
歳
）

さ
ん
で
す
。
　

　
こ
の
道
六
十
年
に
な
る
学
さ

ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
手
先
が
器

用
で
工
作
や
絵
を
描
く
こ
と
が

と
て
も
好
き
で
、
大
工
を
志
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
親
方
の
下
を
離
れ
、
独
立
し

た
も
の
の
、
信
用
や
実
績
も
な

い
、
学
さ
ん
に
は
仕
事
が
も
ら

え
な
く
、
辛
い
と
き
も
あ
り
ま

し
た
。
何
と
か
家
族
だ
け
で
も

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
家

族
を
思
う
気
持
ち
だ
け
で
、
無

我
夢
中
で
働
き
ま
し
た
。

　
次
第
に
、
学
さ
ん
の
仕
事
ぶ

り
や
人
間
性
が
評
価
さ
れ
、
仕

事
の
依
頼
が
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。二

代
目
　
誕
生

　
長
年
、
社
長
と
し
て
会
社
の

運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
学
さ
ん

か
ら
、
二
年
前
、
役
員
の
交
代

を
し
、
社
長
は
徹
（
長
男
）
さ

ん
に
な
り
、
常
務
は
雄
大
（
次

男
）
さ
ん
の
兄
弟
二
人
が
、
学

さ
ん
に
代
わ
り
会
社
の
指
揮
を

と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
徹
さ
ん
と
雄
大
さ
ん
は
「
父

が
築
い
た
、
こ
の
工
務
店
を
一

代
で
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
兄
弟
は
、

幼
い
な
が
ら
も
父
が
懸
命
に
働

い
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
仕
事
一
筋
の
父
で
し
た

か
ら
、
家
族
で
出
掛
け
た
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
、
語
り
ま
し
た
。

　
徹
さ
ん
は
、
父
が
親
方
で
あ

り
ま
す
が
、
仕
事
と
な
れ
ば
、

ま
っ
た
く
の
別
人
。
容
赦
な
い

厳
し
い
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

　
親
方
か
ら
決
ま
っ
て
言
わ
れ

る
こ
と
は
、
「
見
て
覚
え
ろ
」

の
一
言
の
み
で
し
た
。

　
雑
役
仕
事
が
中
心
の
辛
い
修

業
時
代
で
し
た
が
、
い
つ
か
親

方
み
た
い
な
立
派
な
大
工
に
な

る
こ
と
だ
け
を
目
標
に
必
死
に

腕
を
磨
き
ま
し
た
。
時
に
は
、

寝
る
間
も
惜
し
み
一
人
夜
遅
く

ま
で
カ
ン
ナ
か
け
な
ど
に
没
頭

す
る
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

若
手
ホ
ー
プ
　
誕
生

　
「
大
工
職
人
と
な
り
、
九
ヵ
月

が
経
ち
ま
し
た
。
初
め
て
手
掛

け
た
現
場
は
一
生
忘
れ
ま
せ

ん
。
家
は
、
何
十
年
も
の
長
い

歳
月
の
間
、
形
と
し
て
残
り
、

お
施
主
さ
ん
の
家
族
に
住
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
が
魅
力
で
す
」

と
、
少
し
照
れ
な
が
ら
話
す
の

は
、
三
代
目
に
な
る
直
希
さ
ん

（
二
十
二
歳
）
で
す
。

　
四
年
間
、
他
の
業
種
に
勤
め

た
後
、
昨
年
の
春
か
ら
家
族
が

営
む
林
建
住
宅
㈱
へ
入
社
し
ま

し
た
。

　
「
父
や
祖
父
の
働
く
姿
を
幼

い
頃
か
ら
見
て
お
り
、
い
つ
か

自
分
も
父
み
た
い
な
大
工
に
な

っ
て
み
た
い
と
思
い
、
こ
の
道

に
進
み
ま
し
た
。
決
し
て
、
父

や
祖
父
か
ら
誘
わ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
意
志
で

す
」
　
大
工
職
人
と
し
て
、
ま
っ
た

く
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
新
米

大
工
で
す
。
の
こ
ぎ
り
や
カ
ン

ナ
、
ノ
ミ
な
ど
、
見
た
こ
と
は

あ
っ
て
も
実
際
に
使
っ
た
こ
と

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
連
日
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、

全
て
が
新
鮮
で
勉
強
の
日
々
で

す
。
親
方
の
父
を
は
じ
め
、
祖

父
や
先
輩
の
職
人
な
ど
、
全
社

員
が
先
生
で
す
。
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
、
猛
勉
強
に
明
け
暮
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
技
術

や
経
験
不
足
で
す
が
、
や
る
気

と
大
工
職
人
を
志
す
熱
い
情
熱

は
誰
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

　
父
や
祖
父
か
ら
「
大
工
を
や

り
た
け
れ
ば
、
や
れ
ば
い
い
。

し
か
し
、
や
る
と
な
れ
ば
甘
い

気
持
ち
で
は
勤
ま
ら
な
い
。
や

る
と
決
め
た
な
ら
、
私
た
ち
も

全
力
で
応
援
す
る
」
と
、
言
わ

れ
ま
し
た
。

地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と

　
林
建
住
宅
㈱
は
「
き
さ
く
な

会
話
の
中
か
ら
、
ま
ご
こ
ろ
生

ま
れ
る
家
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
全
社
員
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
中
、
他
社
に
流
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
独
自
の
方
針
を
貫
い

て
い
ま
す
。
四
十
余
年
積
み
重

ね
て
き
た
、
「
正
直
・
信
頼
・
実

績
」
を
糧
に
小
牧
市
内
外
を
中

心
に
、
日
本
風
土
に
適
し
た
純

木
造
住
宅
か
ら
、
モ
ダ
ン
な
セ

ン
ス
を
取
り
入
れ
た
鉄
骨
造
や

Ｒ
Ｃ
造
ま
で
、
幅
広
い
年
代
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
経
験
豊
富
な
施
工

者
が
、
お
施
主
さ
ん
の
立
場
に

な
っ
て
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
場
限
り
の
仕
事
で
は
な

く
、
一
生
涯
の
お
付
き
合
い
が

で
き
る
家
作
り
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
迅
速
な
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
施

工
中
で
あ
っ
て
も
変
更
工
事
が

で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
で
き

る
限
り
応
じ
て
い
ま
す
。

匠
の
技
を
守
る

　
林
建
住
宅
㈱
は
、
若
手
の
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
七
人
の
弟
子
が
お
り
、

技
術
を
習
得
後
は
独
立
し
、
そ

れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
私
た
ち
が
守
り
伝
え

き
て
た
日
本
の
四
季
に
適
し
た

木
造
住
宅
の
伝
統
工
法
を
絶
や

す
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
す
」
と
、
皆

さ
ん
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
日
も
、
ど
こ
か
の
現
場
で

親
子
孫
の
三
代
が
振
る
金
づ
ち

の
音
が
高
々
と
鳴
り
響
い
て
い

ま
す
。

　
建
設
産
業
は
、
長
引
く
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
、
我
々
建
設
従
事
者
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
時
で
あ
り
、

明
る
い
兆
し
も
見
え
て
こ
な
い
状
況
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
次
世
代
を
担
う
、
若
き
職
人
の
後
継
者
不
足
も
深
刻
な

問
題
に
た
た
さ
れ
、
日
本
の
伝
統
工
法
で
あ
る
木
造
在
来
工
法
な
ど
の
技
術
の
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
組
合
員
の
林
徹
さ
ん
（
林
建
住
宅
㈱
／
代
表
取
締
役
社
長
）
は
じ
め
、
親
子
孫
の
三
代
で
事
業
を
営

み
、
若
き
職
人
へ
技
術
を
伝
え
る
取
り
組
み
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

親
子
孫
三
代
金
づ
ち
を
振

親
子
孫
三
代
金
づ
ち
を
振
るる

伝
統
工
法
を
次
世
代
へ
受
継

伝
統
工
法
を
次
世
代
へ
受
継
ぐぐ

林建住宅㈱に迫る
特　集



　
十
二
月
十
二
日
（
日
）
午
前

十
時
よ
り
全
建
愛
知
会
館
に

て
、
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
と
同
様
に
六
十

キ
ロ
の
餅
米
を
用
意
し
、
青
年

部
幹
事
が
中
心
と
な
り
餅
を
つ

き
、
地
元
の
方
々
や
、
組
合
員

さ
ん
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
つ
き
た
て
の
餅
は
あ
ん
こ

餅
、
き
な
こ
餅
、
大
根
お
ろ
し

あ
え
、
焼
も
ち
な
ど
様
々
な
種

類
の
餅
に
調
理
さ
れ
来
場
者
に

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
以
外
に
も
青
年
部
か

ら
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
＆

水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
射
的
・
輪

投
げ
・
丸
太
切
り
・
ア
ニ
メ
映

画
上
映
会
、
主
婦
の
会
か
ら
は
、

慈
善
バ
ザ
ー
・
小
物
作
り
教
室

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
方
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
か
ら

　
主
婦
の
会
か
ら
は
、
ふ
れ
あ

い
餅
つ
き
大
会
名
物
の
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
「
お
い
し
い
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
慈
善
バ
ザ
ー
で
は
、
四
万
七

千
百
七
十
円
の
売
り
上
げ
が
あ

り
、
募
金
と
併
せ
て
六
万
千
五

百
十
八
円
を
中
日
新
聞
年
末
助

け
合
い
運
動
へ
寄
付
し
ま
し

た
。

は
毎
年
大
人
気
の
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
に
加
え
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の

大
き
な
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
準
備
し
て
い
た
二
百

五
十
本
が
あ
っ
と
い
う

間
に
無
く
な
り
、
急
遽

百
本
追
加
す
る
程
の
人

気
ぶ
り
で
し
た
。

　
親
子
で
、
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
体
験
す
る
、
（
社
）
愛

知
県
技
能
士
会
連
合
会
主
催
の

「
あ
い
ち
技
能
プ
ラ
ザ
二
〇
一

〇
」
が
、
十
一
月
十
三
日
（
土
）

～
十
四
日
（
日
）
吹
上
ホ
ー
ル

（
名
古
屋
市
千
種
区
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
四
十
一
の
技
能
士
会
が
集
ま

り
、
各
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
全
建
愛
知
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
曾
我
技
術
対
策
部
長
は

じ
め
部
員
・
書
記
局
員
の
十
一

名
が
、「
木
製
小
物
入
れ
」
の
作

製
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
、
開
場
と
と
も
に
子
ど

も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
幅
広
い

年
代
の
方
々
が
参
加
し
、
役
員

は
作
り
方
の
指
導
に
忙
し
く
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
来
ら
れ
た
親
子
連
れ

は
「
思
っ
た
よ
う
に
金
づ
ち
が

使
え
ず
、
釘
が
曲
が
っ
て
し
ま

う
な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た

が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て

作
品
が
作
れ
、
楽
し
か
っ
た
」

よ
い
し
ょ
～

　
今
年
で
八
回
目
の
開
催
と
な

り
、
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
一

同
大
忙
し
な
一
日
で
し
た
が
、

そ
の
名
の
通
り
参
加
者
全
員
で

ふ
れ
あ
え
る
楽
し
い
餅
つ
き
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
月
十
九
日
（
火
）
、
金
山
に

集
合
し
、
総
勢
七
十
一
名
で
バ

ス
に
乗
り
込
み
、
奈
良
へ
と
出

発
し
ま
し
た
。

　
途
中
二
ヵ
所
の
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
に
寄
り
、
わ
き
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、
は
じ
め
の

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
用
意
し
た
「
木
製
小
物
入
れ
」

の
材
料
は
、
早
々
に
な
く
な
り

ま
し
た
。

 　
二
日
間
、
忙
し
く
指
導
し
て

い
た
役
員
も
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
た
様
子

で
し
た
。

目
的
地
で
あ
る
、
興
福
寺
へ
到

着
し
ま
し
た
。
興
福
寺
で
は
、

今
回
国
宝
特
別
公
開
に
加
え
、

東
金
堂
後
堂
や
五
重
の
塔
初
層

も
参
拝
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
が
心
に
残
っ
た
の
は
、
国

宝
館
で
の
阿
修
羅
像
を
は
じ
め

と
す
る
乾
漆
八
部
衆
立
像
で

す
。
八
体
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が

あ
り
、
見
て
い
て
不
思
議
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
食
事
を
す
る
た
め

に
白
銀
屋
さ
ん
に
向
か
い
ま
し

た
が
、
道
の
り
が
階
段
や
坂
道

で
、
適
度
な
運
動
に
な
り
、
お

い
し
い
食
事
が
よ
り
お
い
し
く

感
じ
た
気
が
し
ま
す
。

　
食
べ
終
わ
り
次
第
、
自
由
行

動
だ
っ
た
の
で
、
私
達
は
東
大

寺
の
大
仏
殿
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
大
仏
殿
で
は
、
た
く
さ
ん
の

外
国
人
の
方
や
修
学
旅
行
の
学

生
さ
ん
が
見
学
に
来
て
い
て
、

自
分
も
学
生
の
頃
を
思
い
出

し
、
ま
た
、
国
際
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　
大
仏
も
、
そ
の
脇
の
多
聞
天
、

廣
目
天
も
ゆ
っ
く
り
と
見
学
す

る
事
が
で
き
、
昔
の
時
代
の
、

今
と
違
っ
て
不
便
な
世
の
中
で

こ
れ
だ
け
の
物
を
作
り
出
せ
る

す
ば
ら
し
さ
に
改
め
て
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。

　
今
回
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
古

き
良
き
も
の
に
、
そ
し
て
全
建

愛
知
の
主
婦
の
会
の
皆
様
の
温

か
さ
に
と
て
も
感
動
し
、
日
々

の
疲
れ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
機
会
が

あ
れ
ば
是
非
、
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
瀧
　
貞
緒
梨
　
記
】

それ～

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
開

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
開
催催

組織部

大
勢
の
来
場
者
で
大
盛
り
上

大
勢
の
来
場
者
で
大
盛
り
上
がが
りり

美味しいお茶で一休み

　
現
在
、
「
一
人
親
方
労
災
保

険
」
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

三
月
末
日
を
も
っ
て
期
限
が
切

れ
ま
す
。

　
一
月
初
旬
に
、
加
入
者
全
員

へ
更
新
手
続
き
の
案
内
を
送
り

ま
す
。
（
た
だ
し
、
事
業
所
で

取
り
ま
と
め
て
い
る
場
合
は
、

事
業
所
に
郵
送
）

　
案
内
に
同
封
さ
れ
て
い
る
返

信
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
一
月
二
十
四
日

（
月
）
ま
で
に
必
ず
ご
返
信
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
人
親
方
労
災
保
険

料
の
納
付
方
法
は
、
自
動
引
落

【
組
合
費
等
の
引
落
口
座
よ
り

二
月
二
十
八
日
（
月
）
付
け
】

と
、
ご
自
分
で
お
振
込
み
【
二

月
二
十
八
日
（
月
）
ま
で
】
の

二
通
り
あ
り
ま
す
。

　
〆
切
期
日
を
過
ぎ
る
と
更
新

で
き
ず
、
無
保
険
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
問
合

労
働
保
険
課
の
吉
田
・

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

大
久
保
・
石
黒
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

労 災 保 険

ハ
ガ
キ
の
返
信

一
月
二
十
四
日
ま

ハ
ガ
キ
の
返
信
 一
月
二
十
四
日
ま
でで

一
人
親
方
労
災
保
険
更

一
人
親
方
労
災
保
険
更
新新

労
働
対
策
部

確
認
は

あ
な
た
を
ま
も
る

命
づ
な

熱
心
な
指
導
を
す
る
役
員
（
左
）

　

　中建国保の健全な運営

のため、職種の変更・組

織変更（個人から法人）・

転業・廃業等がありまし

たら、組合の健康保険課

へご連絡ください。

中建国保からのお知らせ
　今月の組合費等の自動引落日

は27日（木）です。26日（水）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　組合からの給付金や中建国

保からの償還金等を振り込むた

め、組合員の皆さんに東海労働

金庫の口座を作っていただいて

います。お手元に、東海労働金

庫の通帳をお持ちでない方は、

給付ができませんので組合へご

連絡ください。

労金口座お持ちですか
◎日時　１月16日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

     ／0120-154-931

　  ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

り、本当に助かっています。有難うございます。
　日本通運のサラリーマンであった私が、昭和54年の
県議選で職場の仲間に推されて政治の道を志して以
来、社会の矛盾を正したいとの思いで活動を続けてき
ました。そして、一昨年の政権交代後の新政権の下で、
図らずも農林水産大臣を拝命し、マグロの漁獲規制や、
シーシェパードによる捕鯨妨害への対応、戸別所得補
償の導入や、口蹄疫への対応等、難題続きの在任期間
でしたが、皆様の協力のお陰で何とか無事任務を終え
ることが出来ました。心から感謝申し上げます。
　その後は、民主党建設労働議員懇談会の会長として
職責を全うすべく、皆さんと今まで以上に密接に連携
を取りながら、皆さんの要望を政策にしっかりと反映
させるよう取組んでいます。
　さて、せっかくの機会ですので紙面をお借りして、
私の選挙区（中川区・中村区・清須市・北名古屋市・
豊山町）での日常を少し紹介させていただきます。
　まず、普段の政治活動に欠かせないのが後援会活動
と地域や支援組織等の催しへの参加です。各地域に組
織された後援会による行事も様々で、時季の恒例行事
に加え旅行やスポーツ行事、勉強会や国政報告会等、
年間で約200回近い行事を催しています。
　そして、地域行事、支援組織の諸行事をあわせると
手帳が予定で真っ黒になるくらい書き込まれてしま
い、いつの予定かわからなくなる時もあるほどです。　
　こうして、多忙な毎日を送らせていただけるのもま

わりが自分を必要と
して下さっているお
陰と感謝で一杯で
す。皆様に必要とし
ていただける限り、
私は初心を忘れず、
自利利他の精神で走
り続けてまいります。
【赤松広隆衆議院議員 記】

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート⑪
第５区／中川区・中村区・清須市・北名古屋市・豊山町

 赤松 　
あかまつ

 広隆 
ひろたか

　全建愛知の皆さん、こんにちは。赤松
広隆です。皆さんには、普段から私の政
治活動を積極的にサポートしてくださ

皆さん、こんにちは
私、衆議院議員 赤松広隆です

細川厚労大臣へ要請する民主党建設労働議員等（赤松議員／右から5番目）

子
ど
も
と
一
緒
に
体
験
で
き
た

木
製
小
物
入
れ
を
作
成

技術対策部

匠
の
技
に
お
ど
ろ
き
ば
か
り

奈
良
興
福
寺
日
帰
り
見
学
会

主婦の会



　
一
宮
支
部
は
十
月
二
十
四

日
（
日
）
支
部
レ
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
主
婦
の
会
企
画

の
、
近
江
八
幡
水
郷
め
ぐ
り

と
信
楽
た
ぬ
き
村
見
学
で

す
。
曇
り
空
の
中
、
朝
八
時

に
一
宮
を
参
加
者
五
十
八
名

で
出
発
。
名
神
高
速
を
通
り

十
時
三
十
分
に
水
郷
め
ぐ
り

乗
船
場
に
到
着
。
こ
こ
か
ら

手
漕
ぎ
の
和
船
八
隻
で
水
郷

め
ぐ
り
へ
。

　
こ
こ
近
江
八
幡
は
「
春
色
・

安
土
八
幡
の
水
郷
」
と
し
て
、

琵
琶
湖
八
景
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
約
一
時
間
二
十
分
、
日
常

の
喧
騒
を
す
っ
か
り
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
別
世
界
に
浸

り
、
心
底
癒
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
心
は
癒
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
次
は
お
腹
が
満
た
さ
れ

る
番
で
す
。

　
乗
船
場
近
く
の
老
舗
の
郷

土
料
理
店
「
坪
清
」
で
昼
食
。

　
湖
魚
や
近
江
牛
を
使
っ
た

料
理
に
堪
能
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
近
江
八
幡
の
町

並
み
散
策
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
近
江

商
人
の
心
を
知
り
ま
し
た
。

　
町
並
み
散
策
も
終
わ
り
、

本
日
最
後
の
見
学
地
、
信
楽

た
ぬ
き
村
へ
。
こ
こ
で
も
お

土
産
を
買
い
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
一
宮
に
着
い
た
時
に

は
雨
も
本
降
り
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
楽
し
い
一
日
で

し
た
。
　
【
石
原
一
通
信
員
】
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一
宮
支
部
／
水
郷
め
ぐ
り
と
信
楽
た
ぬ
き
村

の
ん
び
り
と
別
世
界
へ

10月24日
近江八幡の町を散策中です

のんびり船にゆられて

　長島温泉スパーランドと湯あみの
島、めいいっぱい遊園地と温泉を楽し
んできました。
　10月24日（日）三重県の長島温泉
で、南支部の支部レクを行いました。
　これまでの秋の支部レクは、バス旅
行ばかりでしたが、今回初めて、現地
集合・現地解散というかたちで行われ
ました。

　前田支部長も、何人ほど集まるだろうか？と心配していましたが、
当日の参加者は161名で、今までとそれほど変わりませんでした。
　当日は、受付け開始の９時には、多くの組合員の方が、長島温泉メ

インゲート前の受付に並ばれ
ました。受付を済ますと、入
場券と金券（大人5,000円）
を受け取って各自、入場して
いきました。
　その後は、遊園地でアトラ
クションの乗り放題を楽しん
だり、温泉に心ゆくまで入っ
たりして、秋の1日をめいい
っぱい楽しんできました。
　　　　　　【堤圭一通信員】
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めいいっぱい遊園地で遊びました
南支部／長島温泉の旅 10月24日

大
賑
わ
い
の
受
付

園
内
に
ウ
サ
ギ
が
登
場

　
10月31日（日）西支部は秋レク
「秋の小浜・味覚の旅」を行いま
した。
　組合員と家族78名が、台風の影
響が多少残る曇り空の中、各議員
さん達の挨拶とお見送りを受け、
休日割引の高速道路を利用し一路
小浜へ向けて出発をしました。　
　車内で配布された飲物やお菓子
を食べながら雑談をしているうちに、昼食会場の「ホテルせくみ屋」
に到着し、海の幸いっぱいの豪華な昼食をゆっくりとお腹一杯味わい
ました。その後、NHKの連続小説「ちりとてちん」で紹介された、若
狭の塗箸の生産をしている「箸の匠せいわ」にて、基本的な箸の持ち
方や、箸使いのマナーなどの説明を受け、塗箸に電動サンダーで模様

を入れる作業を体験しましたが、なかなか
上手くいかず苦労をしました。
　帰路では車中でビンゴゲームやビデオ
で楽しみ、多少事故渋滞に掛かりました
が、おおよそ予定通りの時間に、全員が無
事に名古屋へ到着をすることが出来、恒例
の秋レクが終了しました。【青木繁通信員】
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西支部／秋の小浜味覚の旅 10月31日

海
の
幸
い
っ
ぱ
い
の
豪
華
料
理

豪華な海の幸を堪能

い
た
だ
き
ま
～
す

　11月14日（日）北支部
主婦の会企画で、ひるがみ
不動温泉／華菱にて、松茸
囲炉裏会席を楽しむレクレ
ーション。
　組合員とその家族、総勢
80名がバスに乗り込みま
した。車内は久しぶりの顔
合わせに話しの花、車窓に
広がる紅葉を眺める人。
　各々に楽しむ間に目的地

に到着です。趣のある一軒宿、数10個の囲炉裏、高根の花の松茸。
　今年は豊作と聞いて、みんな期待に胸膨ら
ませて会場に行きます。そこには大皿に松茸
が盛ってありました。「わぁ！たくさんある」
　挨拶もそこそこに、焼き松茸に始まり、数
種類フルコースに満喫。締めは松茸ごはん。
　今度は「いつ食べられるかな」の声、皆ん
な大笑い。
　この後は温泉にのんびり入って、ゆったり。
　行楽シーズンの割には渋滞の影響もさほど
なく、楽しい１日でした。又の機会を約束し
て解散です。　　　　　　【大野文子通信員】
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北支部／秋の味覚囲炉裏会席の旅 11月14日

松茸を食べ大満足

囲
炉
裏
で
松
茸
が
焼
か
れ
て
い
ま
す

絶
品
の
松
茸
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
十
一
月
七
日
（
日
）
、
尾
北

支
部
の
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
、
長
野
県
の
諏

訪
湖
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
七
十
四
名
、
二
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
て
出
発
。

　
昼
食
に
横
川
峠
の
釜
め
し

を
味
わ
っ
た
あ
と
は
、
ア
ヒ

ル
の
形
を
し
た
大
き
な
遊
覧

船
に
乗
り
込
み
諏
訪
湖
め
ぐ

り
。
　
秋
晴
れ
の
青
空
と
、
赤
や

黄
色
に
染
ま
っ
た
山
々
が
鮮

や
か
で
、
遠
く
富
士
山
も
な

が
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
諏
訪
大
社

の
下
社
を
参
拝
し
、
自

由
散
策
の
時
間
に
は
、

諏
訪
湖
周
辺
の
美
術
館

や
酒
蔵
を
ま
わ
っ
た

り
、
足
湯
で
の
ん
び
り

く
つ
ろ
い
だ
り
、
皆
さ

ん
思
い
思
い
に
過
ご
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

は
ビ
ン
ゴ
大
会
と
日
本

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
戦
で

盛
り
上
が
り
（
残
念
な

が
ら
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
）
、
お
天
気
に
も
め
ぐ
ま

れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
村
井
香
織
　
記
】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　
尾
北
支
部
／
秋
の
健
康
体
力
づ
く
り

足
湯
で
の
ん
び
り
と
…

11月７日

の
ん
び
り
足
湯
に
つ
か
っ
て
い
ま
す

美味しい釜めしを味わっています

　
十
月
二
十
四
日
（
日
）
、

守
山
支
部
五
十
六
名
は
平

城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
が

行
わ
れ
て
い
る
奈
良
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
渋
滞
も
な
く
予
定
よ
り

早
く
最
初
の
目
的
地
で
あ

る
法
隆
寺
に
到
着
。

　
現
存
す
る
木
造
建
築
で

は
世
界
最
古
と
い
わ
れ
る

金
堂
や
五
重
の
塔
等
一
九

の
国
宝
建
築
物
に
、
現
代

の
棟
梁
か
ら
も
賞
賛
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　
世
界
文
化
遺
産
見
学

後
、
本
日
の
メ
イ
ン
で
あ

る
平
城
宮
跡
会
場
へ
と
移

動
し
、
朱
雀
門
か
ら
都
の

中
で
最
も
重
要
な
建
物
で

あ
っ
た
第
一
次
大
極
殿
ま

で
約
一
娃
も
あ
る
広
大
な

敷
地
を
自
由
散
策
し
ま
し

た
。
　
交
流
広
場
で
せ
ん
と
く

ん
を
探
す
人
や
体
験
館
で

学
習
す
る
人
、
歴
史
館
・
資

料
館
を
見
学
し
当
時
都
で

暮
ら
し
た
人
々
に
思
い
を

馳
せ
る
人
等
、
皆
歴
史
を

肌
で
感
ず
る
事
の
で
き
た

良
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
　
【
北
原
康
博
通
信
員
】
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楽
し
く
町
並
み
を
歩
い
て
い
ま
す

楽
し
い
で
す
よ
 ピ
ー
ス

守
山
支
部
／
古
都
奈
良
へ
の
旅

歴
史
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
10月24日





　
毎
年
恒
例
、
技
術
対
策
部
主

催
の
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
　
今
回
は
、「
岐
阜
県
高
山
／
桜

山
八
幡
宮
・
飛
騨
の
匠
文
化
館
・

飛
騨
古
川
町
並
み
」
を
見
学
し

ま
す
。

　
研
修
先
は
、
高
山
祭
で
知
ら

れ
て
い
る
桜
山
八
幡
宮
と
、
大

工
道
具
や
左
官
道
具
が
展
示
さ

れ
て
い
る
飛
騨
の
匠
文
化
館
、

飛
騨
古
川
町
並
み
を
地
元
の
大

工
さ
ん
等
に
よ
る
説
明
の
も
と

見
学
し
ま
す
。

　
歴
史
と
文
化
の
町
、
飛
騨
高

山
の
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
技

術
研
修
会
に
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
二
月
二
十
日
（
日
）
　

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

昨
年
の
研
修
会
の
様
子
（
勝
興
寺
に
て
）

　
集
合
　
午
前
七
時
四
十
五
分

　
　
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
新
幹
線
口

　
　
噴
水
広
場
前

■
参
加
　
組
合
員
と
そ
の
配
偶
者

■
会
費
　
三
千
円
　

■
定
員
　
四
十
名

　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
〆
切
　
一
月
二
十
日
（
木
）

　
　
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合

　
　
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
　
技
術
対
策
部
ま
で
ご

　
　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
級
建
築
士
講
座

①
一
級
学
科
総
合
対
策
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
三
月
～
七
月
下
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
十
二
万
八
千
円
・
十
五
名

②
一
級
学
科
リ
ベ
ン
ジ

　
・
教
室
開
放
一
回
／
五
百
円

　
・
過
去
問
題
演
習
等

③
一
級
製
図
実
践
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
八
月
中
旬
～
十
月
上
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
八
万
円
・
十
五
名

二
級
建
築
士
講
座

①
二
級
学
科
総
合
対
策
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
三
月
～
六
月

■
受
講
料
・
定
員

　
　
九
万
八
千
円
・
二
十
名
　

②
二
級
学
科
構
造
力
学
の
基
礎

　
・
①
と
②
セ
ッ
ト
で
の
申
込

　
　
み
と
な
り
ま
す
。

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟
　
中
建
国
保
加
入
者
で
、
住

所
や
氏
名
の
変
更
・
家
族
の

追
加
・
家
族
の
資
格
喪
失
な

ど
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
至
急
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
お
使
い
の
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
で
す
。

　
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
有
効
の
新
年
度
の
健
康
保
険

証
に
つ
い
て
は
、
二
月
中
旬
よ

り
作
成
す
る
た
め
、
健
康
保
険

証
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
二
月
八
日
（
火
）
ま
で
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
期
日
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た

だ
い
た
手
続
き
分
に
関
し
て

は
、
新
年
度
の
保
険
証
に
印
字

し
、
交
付
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
手
続
き
さ
れ
た
場

合
は
印
字
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
新
年
度
の
保
険
証
も
手
書

き
で
の
加
筆
・

修
正
と
な
り
ま
す
。

　
各
手
続
き
に
は
、
中
建
国
保

の
保
険
証
・
申
請
用
紙
へ
の
記

入
・
そ
の
他
事
由
に
よ
る
添
付

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
ま
で
ご
連

　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

　
税
金
の
申
告
で
健
康
保
険
料

等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。

　
中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
払
込

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組
合

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。

健
康
保
険
証
変
更
手
続
き

二
月
八
日
ま
で
に
手
続
き
を

　
但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に

休
業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～

二
日
か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
余
裕
を
も
っ
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ

　
る
、
ご
回
答
は
個
人
情
報

　
保
護
の
た
め
、
差
し
控
え

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
、
組
合
の
税
金
申
告
学
習

会
へ
参
加
さ
れ
る
方
（
組
合

で
申
告
さ
れ
る
方
）
は
、
払

込
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
　
払
込
証
明
書
の
発
行
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
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習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

玉
掛
け
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程

税
金
学
習
デ
ー

　
帳
簿
の
整
理
な
ど
確
定
申
告

等
の
準
備
は
順
調
に
す
す
ん
で

い
ま
す
か
。

　
確
定
申
告
や
年
末
調
整
に
向

け
て
、
税
金
学
習
デ
ー
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
や
所

得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
の

仕
方
な
ど
、
税
金
や
記
帳
に
つ

い
て
不
安
や
疑
問
を
お
持
ち
の

方
は
、
二
月
の
申
告
時
期
に
な

る
前
に
参
加
し
て
解
決
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
税
金
学
習
デ
ー
は
個
別
に
行

　
い
ま
す
（
約
一
時
間
程
度
）

　
の
で
、
事
前
に
電
話
で
希
望

　
時
間
と
内
容
を
予
約
し
て
か

　
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
程
   一
月
十
六
日
（
日
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

年
末
調
整
講
習
会

■
日
程
　
一
月
十
三
日
（
木
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
定
員
　
三
十
名

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓
等

※
年
末
調
整
講
習
会
で
は
、
組

　
合
で
用
意
し
た
例
題
に
沿
っ

　
て
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
の

　
仕
方
か
ら
、
税
務
署
や
市
町

　
村
へ
の
提
出
書
類
作
成
ま
で

　
の
、
一
通
り
の
実
務
手
続
き

　
を
指
導
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
　
税
金
対
策
部
ま
で
ご

　
　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
金
講
習
会
の
模
様

■
講
座
期
間
　

　
　
二
月
下
旬

■
受
講
料
　
一
万
二
千
円

③
二
級
製
図
短
期
実
践
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
七
月
中
旬
～
九
月
下
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
七
万
円
・
二
十
名

※
詳
細
は
愛
知
建
築
Ｈ
Ｐ
参
照

※
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
◎
学
科
　
三
月
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
十
三
日
（
日
）

　
◎
実
技
　
三
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
ま
た
は
二
十
日
（
日
）

　
※
受
講
者
に
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す

　
※
全
日
と
も
九
時
～
十
七
時
十
分

■
学
科
会
場

　
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館
二
Ｆ

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
町
二
―
三
―
十
四

■
実
技
会
場
　

　
愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
名
古
屋
市
北
区
安
井
二
―
四
―
四
十
八

■
受
講
資
格
　

　
①
十
八
才
以
上

　
②
玉
掛
け
の
補
助
作
業
の
業

　
　
務
等
に
六
ヵ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者

　
③
つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
未

　
　
満
の
ク
レ
ー
ン
の
玉
掛
け

　
　
業
務
に
六
ヵ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者

　
④
実
務
経
験
、
事
業
所
証
明

　
　
が
あ
る
方

■
会
費
　
一
万
九
千
五
百
円

■
〆
切
　
二
月
十
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。
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毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
罹
患
す
る
と
重
症
化

し
、
健
康
を
著
し
く
損
ね
る
ば

か
り
か
医
療
費
の
増
加
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
有
効
な
予
防
法

で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
自
費

診
療
で
あ
る
た
め
、
接
種
を
受

け
る
方
の
経
済
的
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
建
国
保
で
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に

対
し
、
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
予
防
に
向
け
て
、
是

非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】

　
接
種
時
点
で
中
建
国
保
の
資

　
格
の
あ
る
組
合
員
・
家
族

【
補
助
対
象
と
な
る
接
種
の
時
期
】

　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
～

　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

【
補
助
金
額
】

　
一
千
円
（
補
助
対
象
者
一
人

　
当
た
り
年
度
内
一
回
）

【
必
要
書
類
】

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
補
助
金
申
請
書

　
（
申
請
書
は
平
成
二
十
二
年

　
度
中
建
国
保
の
便
利
帳
P
七

　
十
七
～
七
十
八
に
添
付
。
複

　
数
人
で
接
種
す
る
場
合
は
、

　
接
種
人
数
分
を
コ
ピ
ー
の

　
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

　
た
、
中
建
国
保
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
）

②
左
記
の
条
件
を
満
た
す
書
類

　
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　
　
種
を
受
け
た
こ
と
が
確
認

　
　
で
き
る
も
の

　
・
接
種
日
、
接
種
を
受
け
た

　
　
方
、
医
療
機
関
名
が
確
認

　
　
で
き
る
も
の

　
例
）
領
収
書
の
原
本
、
接
種

　
証
明
の
写
し
、
母
子
手
帳
の

　
表
紙
及
び
予
防
接
種
の
記
録

　
欄
の
写
し
等

【
支
給
方
法
】

　
補
助
金
は
、
申
請
月
の
翌
月

　
末
に
ろ
う
き
ん
口
座
に
振
り

　
込
み
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
、
健
康
保
険

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

税
金
学
習
デ
ー
＆
年
末
調
整
講
習
会

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
ろ
う

税金対策部

一
級
・
二
級
建
築
士
受
験
講
座

資
格
は
貴
方
の
味
方
で
す

技術対策部

予
防
接
種
を
受
け
よ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金
制
度

予防対策を万全に

桜
山
八
幡

桜
山
八
幡
宮宮
、 、
飛
騨
の
匠
文
化
館

飛
騨
の
匠
文
化
館
へへ

大
好
評
の
技
術
研
修
会

参
加
者
募

大
好
評
の
技
術
研
修
会
 参
加
者
募
集集

技術対策部
健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発
送

お
申
込
は
、
お
早
め
に
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

中
川
熱
田
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
新
年
の
つ
ど
い

■
日
程
　
一
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分

■
会
場
　
お
楽
し
み
（
名
駅
前
）

■
会
費
　
二
千
円
　

■
〆
切
　
一
月
十
二
日

■
備
考
　
胃
に
て
受
付

■
申
込
・
問
合
　
青
木

　
胃
０
５
２
―
６
８
２
―
０
３
２
７

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
会

■
日
程
　
一
月
二
十
四
日
（
月
）

　
午
前
十
一
時
、
名
駅
高
島
屋

　
の
中
央
エ
ス
カ
レ
ー
タ
前
　

　
（
時
計
の
下
）
へ
集
合
。

■
〆
切
　
一
月
十
五
日

■
申
込
・
問
合
　
柴
田

　
℡
・
胃
０
５
２
―
４
８
１
―
９
７
３
３

木
曽
川
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
一
月
二
十
二
日
（
土
）

■
会
場
　
太
閤
殿

千
種
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
一
月
三
十
日
（
日
）

■
会
場
　
ル
ブ
ラ
王
山

中
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
二
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
か
に
本
家
金
山
店

港
支
部
・
青
年
部
合
同
／
新
年
会

■
日
程
　
一
月
九
日
（
日
）

■
会
場
　
か
に
本
家
名
駅
前
店

春
日
井
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
一
月
二
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

津
島
支
部
／
弥
富
ブ
ロ
ッ
ク
新
年
会

■
日
程
　
一
月
二
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
レ
ス
ト
ラ
ン
天
王
 十
四
山
店

守
山
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
一
月
二
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

　
こ
ん
に
ち
は
　
木
曽
川
支
部

で
す
。

　
木
曽
川
支
部
も
二
〇
〇
八
年

六
月
号
以
来
二
廻
り
目
の
支
部

紹
介
に
な
り
ま
す
。

　
木
曽
川
支
部
は
、
一
宮
の
隣

に
位
置
し
五
年
前
の
大
合
併
に

よ
り
一
宮
市
木
曽
川
町
に
な
り

ま
し
た
。
発
足
当
時
、
二
十
数

名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
当
支
部
も

来
年
は
四
十
周
年
を
迎
え
親
子

二
代
の
組
合
員
さ
ん
も
い
ま
す
。

　
近
隣
の
市
町
村
の
組
合
員
さ

ん
を
含
め
、
二
年
前
よ
り
七
名

少
な
く
な
り
百
二
十
七
名
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
脱
退
者

が
少
な
い
方
で
六
月
の
定
期
大

会
で
は
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

役員の皆さん

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

こ
ん
に
ち
は
！
木
曽
川
支

こ
ん
に
ち
は
！
木
曽
川
支
部部
でで
すす

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
③

　
世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
書
き

損
じ
た
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
、
国

際
協
力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
備
考
　
こ
ん
な
ハ
ガ
キ
が
役

　
立
ち
ま
す
。・
古
く
な
っ
た
等

お
寄
せ
く
だ
さ
い

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

組合まで

組
合
員
の

個
人
情
報
取
り
扱
い

　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
組
合
（
中
建
国
保
）

で
は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・

各
選
挙
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ

Ｍ
等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年
齢

な
ど
を
表
記
開
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
求
職
中
の
方
な
ど
が
、
事
業

場
に
お
け
る
労
働
保
険
の
加
入

状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
労
働
保
険

適
用
事
業
場
情
報
の
公
表
を
昨

年
十
二
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
情
報
の
公
表
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
都
道
府
県
名
」
を

選
択
し
、
「
事
業
主
名
」
又
は

「
所
在
地
」
を
入
力
す
る
こ
と

労
働
保
険
ご
加
入
の
皆
様
へ

営
業
Ｄ
Ｍ
に
ご
注
意
を

　
二
〇
二
〇
年
に
は
全
て
の
新

築
住
宅
で
次
世
代
省
エ
ネ
基
準

相
当
が
義
務
化
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
住

宅
は
省
エ
ネ
・
エ
コ
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
　
と
り
わ
け
省
エ
ネ
等
級
四
に

対
応
す
る
断
熱
施
工
能
力
は
今

後
必
須

と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ

ら
へ
の
対
応
力
を
身
に
付
け
る

た
め
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
監

修
の
木
造
住
宅
工
事
仕
様
書
の

解
説
を
通
じ
て
、
省
エ
ネ
等
級

四
に
対
応
す
る
断
熱
施
工
実
務

の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
程
　

に
よ
り
、
該
当
す
る
事
業
に
係

る
事
業
主
の
名
称
、
事
業
主
の

所
在
地
、
成
立
し
て
い
る
保
険

関
係
の
種
類
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
反
面
、
営
業
の
Ｄ

Ｍ
な
ど
が
届
く
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
注

意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

　国民年金基金は、ゆとりある老後の生活に備
えて、国民年金に上乗せする制度です。
　国民年金基金の掛金は、国民年金と同じく全
額社会保険料控除の対象となるなど優遇措置が
あり、自営業の方には大変有利な制度となります。
　加入できる方は、20歳以上60歳未満の組合
員さんとそのご家族で、地域型や他の職能型の
国民年金基金に加入していない方です。

共済福祉部 ご案内

国民年金基国民年金基金金
ゆとりある老後の生活ゆとりある老後の生活へへ

【国民年金基金の3つのメリット】
①税制上の優遇が受けられます。支払った掛金
　の全額が「社会保険料控除」となります。受
　取る年金には「公的年金等の控除」が適用さ
　れます。
②掛け捨てにならない公的年金。
③所得の変動に柔軟に対応できます。２口目以
　降の加入口数はご希望により増減できます。
　（増口は年度内に１回、減口は随時受付）
　加入は随時受付しておりますので、節税対策
　や将来の生活設計をお考えの方は、ぜひご検
　討ください。

　また、新規ご加入者を紹介してくださった方
に対して、「加入勧奨助成金１万円」支給制度
を設けています。ご紹介いただける方がお近く
にいらっしゃいましたら、共済福祉部の三好ま
でご連絡ください。

　
毎
年
の
行
事
は
、
新
年
総

会
を
始
め
春
と
秋
の
日
帰
り

バ
ス
旅
行
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
・
組
織
拡
大
行
動
・
支
部

組
合
員
家
族
が
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
行
事
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
月
の
支
部
会
で
は
、

各
役
員
さ
ん
と
相
談
し
て
行

事
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
長
引
く
不
況
の
中
で
、
組

合
員
同
士
が
助
け
合
っ
て
脱

退
防
止
組
織
拡
大
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
【
松
岡
義
春
支
部
長
　
記
】

東
支
部
／
新
年
会

■
日
程
　
一
月
二
十
九
日
（
土
）

■
会
場
　
ぼ
ん
ぼ
り

旭
瀬
戸
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
六
日
（
日
）

■
会
場
　
東
名
ボ
ウ
ル

津
島
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
津
島

南
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

　
組
合
で
は
、
「
使
用
済
み
切

手
」
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
「
使
用
済
み
切
手
」
は
、

善
意
銀
行
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
組
合

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

回
収
承
り
ま
す

使
用
済
み
切
手

組合まで

昭
和
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

　
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
初
級
編
…
二
月
十
　
日
（
木
）

　
中
級
編
…
二
月
十
八
日
（
金
）

■
時
間
　
両
日
共
午
後
六
時
二

　
　
　
　
十
分
～
八
時
二
十
分

■
会
場
　
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー

※
金
山
駅
南
の
ボ
ス
ト
ン
美
術

　
館
の
入
っ
て
い
る
ビ
ル

■
受
講
料

　
初
級
編
…
無
料

　
　
　
　
中
級
編
…
二
千
円

■
〆
切
　
一
月
二
十
八
日
（
金
）

　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
問
合
　
住
宅
対
策
部
又
は
、

　
　
　
　
組
合
Ｈ
Ｐ
ま
で

省
エ
ネ
等
級
四
対
応
断
熱
施
工
実
施
勉
強
会

大工・工務店向け

受
講
者
募
集
中

お知らせ

　年末年始の組合事務所の

お休みは、12月29日（水）

～1月4日（火）です。

　仕事始めは、1月5日（水）

午前9時からです。

　組合員の皆さん、よろし

くお願いいたします。

旗開き旗開きののごご案案内内
　１月7日（金）午後5時

～午後6時、全建愛知会

館で旗開きを開催しま

す。

　旗開きに参加ご希望の

方は、１月５日（水）正

午までに組合の総務課ま

でご連絡ください。

らない事だらけで、本当に無我夢中の毎日でした。
　今では、忘れていた初心の心を今でも、日々の努力と感謝の
気持ちを忘れない様に、頑張っています。
　仕事を終え、家に帰ると暖かい部屋に３人の可愛い子供達が
出迎えてくれます。子供達の笑顔が私の元気の源です。
　そして子供達の寝顔を見ると、明日も頑張ろう、という気持
ちになります。私も子供達と共に、父親として職人として日々
成長です。　
　今年も１年、皆さんと共に力を合わせ全建愛知の力になれる
様に頑張ります。寒さ厳しい日々がまだまだ続きますが風邪等

　 幹 事　

 加藤 　 久也 
かとう ひさや

　皆さん　新年明けましておめでとうございま
す。中村支部の加藤久也です。
　お正月は、楽しく過ごせましたでしょうか？
　私も仕事を始めて、今年で15年になります。月
日の経つのは本当に早く感じます。初めは、わか

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

ひかない様に気を付けて
ください。
　皆様にとって幸多き年
になります様に。
　今年も沢山の笑顔が見
られると嬉しいです。今
年もよろしくお願いいた
します。
【加藤久也　幹事　記】

ご
家
族
一
緒
に
東
山
動
物
園
に
て

「「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」



◎
皆
さ
ん
、
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
『
十
一
月
吉
日
、
北
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

役
員
・
組
合
員
の
撮
影
等
、
ご
協

力
に
よ
り
手
作
り
の
無
料
の
作

品
で
す
が
、こ
れ
か
ら
北
支
部

と
共
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
』

　
　
【
北
区
／
西
原
進
浩
さ
ん
】

※
開
設
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
大
掃
除
・
大
忙
し
！

　
『
一
年
は
早
い
も
の
で
す
。
一

ヵ
月
も
す
る
と
お
正
月
で
す
。

お
天
気
の
い
い
日
に
と
清
掃
と

思
い
、
二
階
の
窓
か
ら
サ
ッ
シ

を
は
ず
し
網
戸
二
枚
・
サ
ッ
シ

六
枚
を
洗
い
ま
し
た
。
後
は
、
ま

た
暖
か
い
日
に
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
何
を
し
て
も
年
を
感

じ
る
こ
の
頃
で
す
』

【
守
山
区
／
椎
木
美
千
代
さ
ん
】

※
き
れ
い
に
し
て
新
年
を
迎
え
た
い
で
す
。

◎
健
康
第
一
に
！

　
『
今
年
も
生
涯
青
春
で
頑
張

り
ま
す
。
健
康
に
感
謝
し
つ
つ
』

【
中
村
区
／
柴
田
扶
美
子
さ
ん
】

※
お
体
に
気
を
付
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
一
年
を
振
り
返
る
！

　
『
去
年
の
目
標
を
も
と
に
家

族
で
一
年
を
振
り
返
る
と
、
何

事
も
「
改
」
ま
ら
な
か
っ
た
主

人
、
自
分
が
「
許
」
せ
な
い
長
女
、

「
基
」
本
が
で
き
て
な
い
長
男

「
脱
」
皮
で
き
な
い
三
女
。
希
望

校
が
「
受
」
か
っ
た
次
女
と
旧
友

に
「
逢
」え
た
私
。
悲
喜
こ
も
ご

も
の
一
年
で
し
た
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
振
り
返
る
の
も
大
切
で
す
ね
。

◎
温
ま
る
わ
ぁ
～
！

　
『
お
鍋
が
美
味
し
い
季
節
で

す
ね
。
家
で
も
よ
く
鍋
料
理
が

出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
野
菜
が
高
い
の
か
、
回

数
が
去
年
よ
り
少
な
い
気
が
し

て
少
し
淋
し
い
で
す
』

　
【
豊
橋
市
／
福
田
一
義
さ
ん
】

※
鍋
に
も
夏
の
猛
暑
の
影
響
を
受
け
て
ま
す
ね
。

◎
予
防
対
策
を
万
全
に
！

　
『
寒
い
日
が
続
き
、
周
囲
に
は

風
邪
ひ
き
さ
ん
が
多
い
で
す
。

う
が
い
や
栄
養
補
給
な
ど
、
体

調
管
理
に
気
を
つ
け
た
い
も
の

で
す
』

　
　
【
愛
西
市
／
松
永
彰
さ
ん
】

※
風
邪
対
策
、し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑲
バ
ア
と
赤
ん
坊
を
…
…
す

⑳
父
親
の
父
親

嬰
衣
…
…
住

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

一
月
十
一
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
フ
ユ
ジ
タ
ク

■
当
選
者

　
岡
田
秀
子
さ
ん
他
十
九
名

■
二
月
号
の
原
稿
締
切

　
一
月
七
日
（
金
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
一
富
士
二
タ
カ
三
ナ
ス
ビ

③
新
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

　
神
社
や
寺
に
お
参
り
す
る
こ
と

⑥
新
年
会
の
…
…
は
い
く
ら
で
す
か
？

⑦
…
…
向
か
い
に
す
わ
る

⑧
…
…
は
友
を
呼
ぶ

⑩
花
粉
症
の
原
因
に
な
る
木

⑪
羽
子
板
で
…
…
つ
き
を
す
る

⑭
悪
い
と
こ
ろ

⑮
資
源
を
…
…
す
る

⑰
人
の
言
葉
を
…
…
に
す
る

⑲
ス
ゴ
ロ
ク
の
ゴ
ー
ル

⑳
書
体
の
一
つ

影
上
半
身
に
着
る
下
着

映
化
粧
道
具
で
す

①
新
年
。
…
…
を
迎
え
る

②
機
械
類
に
詳
し
い
。
…
…
に
強
い

③
元
日
の
朝
の
太
陽

④
耳
が
長
い
動
物

⑤
師
匠
が
…
…
を
と
る

⑨
買
収
は
選
挙
…
…
で
す

⑩
…
…
を
惜
し
ん
で
読
書
す
る

⑫
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ

⑬
一
番
や
さ
し
い
段
階

⑭
た
び
た
び
お
こ
る
こ
と

⑯
留
守
番
ご
…
…
さ
ま
で
し
た

⑱
…
…
心
地
最
高
の
新
幹
線

【
編
集
後
記
】
三
世
代
の

特
集
と
し
て
、
お
世
話
に

な
っ
た
林
建
住
宅
㈱
の
皆

さ
ん
取
材
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】
先
日
、
七

五
三
の
お
参
り
に
行
き
ま

し
た
。
神
主
の
衣
装
や
太

鼓
の
音
に
驚
く
俊
介
と
優

希
。
写
真
館
で
は
ス
ー
ツ

姿
を
記
念
写
真
に
。
こ
れ

か
ら
も
二
人
が
元
気
に
成

長
し
て
く
れ
れ
ば
。
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○さ 

◎
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
励
み
に
！

　
『
昨
年
は
、
大
正
琴
で
色
々
な

と
こ
ろ
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
に
、

私
自
身
、
ま
す
ま
す
成
長
し
、
来

年
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
』

　
【
昭
和
区
／
佐
藤
詔
子
さ
ん
】

※
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

◎
ダ
イ
エ
ッ
ト
成
功
！

　
『
体
重
が
二
茜
落
ち
ま
し
た
。

お
腹
の
脂
肪
が
取
れ
た
の
で
、

身
体
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
第

一
に
食
事
の
量
を
今
ま
で
の
半

分
に
減
ら
し
ま
し
た
。
あ
と
三

茜
減
ら
す
の
が
最
終
目
的
で

す
。
第
二
に
運
動
す
る
と
い
い

の
で
す
が
、こ
れ
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
』

【
み
よ
し
市
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
体
力
も
つ
け
な
い
と
ね
。

◎
名
古
屋
城
に
来
た
り
！

　
『
先
日
、
開
府
四
百
年
の
名
古

屋
城
へ
行
き
ま
し
た
。Ｔ
Ｖ
に

出
て
る
、
お
も
て
な
し
武
将
隊

を
見
た
り
、
本
丸
御
殿
の
復
元

現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
素
晴
し
か
っ
た
で
す
。
皆

さ
ん
も
、
ご
覧
く
だ
さ
い
』

　
　
【
緑
区
／
小
林
美
華
さ
ん
】

※
話
題
の
武
将
隊
、見
た
い
な
。

◎
も
う
す
ぐ
で
す
よ
、
愛
の
告
白
！

　
『
短
期
で
す
が
、
初
め
て
パ
ー

ト
に
出
ま
し
た
。
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
詰
め
る

仕
事
で
す
が
、
毎
日
、
種
類
の
違

う
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
見
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
』

　
【
愛
西
市
／
大
原
博
子
さ
ん
】

※
裏
方
の
お
仕
事
、ご
苦
労
様
で
す
。

◎
祝
・
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
！

　
『
も
う
す
ぐ
引
越
し
を
考
え

て
い
ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
で
家
賃

を
払
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
の

で
、
中
古
の
家
を
買
っ
て
（
か
な

り
長
い
ロ
ー
ン
）
少
し
だ
け
リ
フ

ォ
ー
ム
す
る
予
定
で
す
。
ど
ん
な

風
に
し
よ
う
か
楽
し
み
で
す
』

【
千
種
区
／
塚
原
は
る
な
さ
ん
】

※
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
年
齢
を
忘
れ
て
！

　
『
二
女
が
嵐
の
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー

ム
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
招
待
し

て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
四
万

人
以
上
の
嵐
フ
ァ
ン
で
い
っ
ぱ

い
。ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
手
を

ふ
り
、
若
い
人
と
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
年
齢

を
忘
れ
て
）
心
は
燃
え
ま
し
た

が
…
身
体
は
疲
れ
ま
し
た
。で

も
、
ま
た
行
き
た
い
で
す
』

　
【
中
川
区
／
位
田
仁
美
さ
ん
】

※
さ
ぞ
盛
り
上
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

◎
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
楽
し
か
っ
た
！

　
『
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り

色
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
主
人
も
長
い
こ
と
お
勤
め
し

ま
し
た
が
、
本
年
末
に
一
線
を
退

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
事

務
的
な
手
続
き
を
し
て
い
る
最

中
で
す
が
、
主
人
も
私
も
と
て
も

複
雑
な
心
境
で
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
が
好
き
で
、
何
度
も
応
募
し
、

幾
度
か
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
度
に
孫
が
喜
び
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
、
頑
張
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っ
て
く
だ
さ
い
』

　
【
小
牧
市
／
杉
本
富
子
さ
ん
】

※
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
元
気
で
。

◎
皆
さ
ん
の
楽
し
い
近
況
報
告

　
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】
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